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システムOA基盤製品"HOAPSERV”
BasicProductsforSYStemizedOA"HOAPSERV”

OAの普及により,MMCを利用した製品が開発されている｡しかし従来のMMC

は,ホストコンピュータとWS間でのファイル転送形態が主流であり,WSの利

用者は常にホストの存在を意識した操作を強いられてきた｡

日立製作所は,日立クリエイティブワークステーション2050とVOS3ホストコ

ンピュータをより密接に結合させる密結合形のMMC環境を提供し,操作性･機

能･性能を一段と向上させるシステムOA共通サーバとしてHOAPSERVを開発

した｡

これによって日立クリエイティブワークステーション2050内のローカル処理

とVOS3ホストとの間の情報交換をWS内の統一操作により実行することが可能

となり,更に大規模な企業レベルのシステムOAにも対応できるようになった｡

山 緒 言

企業内でのOA(OfficeAutomation)化は,パーソナルコン

ピュータやワードプロセッサの単独利用の形態から,企業の

基幹情報システム(ホストコンピュータ)のデータをWS(Work

Station)で直接利用するMMC(Micro Mainframe Connec-

tion:マイクロメインフレーム結合)の形態へと発展しつつあ

る｡

しかし,従来のMMCは,ホストコンピュータとWS間での

ファイル転送が主流であり,ホストコンピュータのTSS(Time

SharingSystem)操作環境を必要とするため,WSの利用者に

とって常にホストコンピュータの存在を意識した操作が必要

であった1)｡

日立製作所は,日立クリエイティブワークステーション2050

(以下,2050と略す｡)とVOS3(Virtual-StOrage Operating

System3)ホストコンピュータ(以下,VOS3と略す｡)をより

密接に結合させる密結合形のMMCを実現するために,WS上

のAP(ApplicationProcess)と,VOS3上のAPとの間でのAP

間通信用の通信規約をOSI(OpenSystemsInterconnection)

の標準化動向2)を参考にして,体系的に規定し製品に適用した｡

更に,2050とVOS3上のAP問でのMIA(Multi-mediain-

formationInterchange Architecture:マルチメディア■交換

のための規約)とMCA(Multi-mediainformation Content

Architecture:マルチメディア情報交換のためのデータ形式)

を規定し,MMCの処理〔例えば,ホストのDB(DataBase)

の検索や文書のメーリングなど〕を2050のローカル業務と同

一のマンマシンインタフェース(アイコンによるメニュー選択)

で統一的な操作環境で実行できるようにした｡これにより,

2050の利用者はVOS3側のプログラムの呼出しや結合のための
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操作の知識がなくても,2050の簡易な操作でOA業務を実行で

きる｡

上記の基本的技術を適用して,システムOA業務のために必

要な共通的機能をサーバ群HOAPSERV(統合情報管理共通

サービス)として整備した｡

HOAPSERVは,以上の背景のもとに開発したものであり,

本稿では,HOAPSERVの基本となる技術,製品の構成につ

いて概説するとともに,その代表的な機能を紹介する｡

凶 HOAPSERVの概要

2.1基本となる技術

HOAPSERVの開発のため,次め三つの基本的な技術を新

たに確立した｡

(1)AP間通信

AP問通信は周1に示すように,異なるプロセッサ又は同一

のプロセッサ内の任意のAP間で,｢対等な通信+を行う方式3)

である｡2050内の複数のAP(メール処理,DB処理,文書処理

など)が1本のWS～ホスト問通信路を共用して,VOS3内の複

数のAP(メールサーバ,DBサーバ,文書保管サーバなど)と

対等の立場で同時に通信することができる｡

(2)MIA

OA業務に必要な基本的な処理(文書保管,文書メーリング,

文書印刷,DB処理など)を行うために必要な規約としてMIA

を確立した｡

2050内のAPが,MIAを用いることによって2050のローカル

処理と同一の操作で,VOS3側の各サーバに処理を依頼するこ

とが可能となる(図2上)｡
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図I AP間通信 WSとホストのAPどうしが対等に通信可能である｡

●ワークステーションから統一的なマンマシンインタ
フェースにより,ホストのサービスを利用

AP間通信方式による

マルチメディア情報交換規約
MIAを適用
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図2 M】AとMCAの適用 MIAによりホスト,ワークステ

ーションの操作性統一と,MCAによりデバイス独立性を確立
した｡
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(3)MCA

OA業務で利用する文書には,図3に示すように文章(テキス

ト)だけでな〈,表やグラフ,図形,更に写真などの画像を入れ

ることがしばしばある｡MCAは,このような種々の表現形式を

持った情報(マルチメディア情報)を,2050やVOS3に接続され

る装置に依存しない形式で記述できるようにした(図2下)｡

これら規約では,情報の取扱い単位を｢オブジェクト+と

呼ぶ｡例えば,テキスト･表･グラフなどの具体的なデータ

やそれらの混在したマルチメディア文書,更に幾つかの文書

が入っているバインダや掲示板などもオブジェクトである｡

HOAPSERVで確立した上記の基本的な技術を応用するこ

とによって,2050の利用者にホストコンピュータやネットワ

ークを意識させないマンマシンインタフェースを提供できる

(図4)｡

2.2 製品の構成

HOAPSERVは,次に示す四つの基本的なシステムOA支援
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図3 マルチメディア文書 テキスト,表,グラフ,図形,画像などの入った

マルチメディア文書の記述を可能にしたのがMCAである｡



サービスを提供する｡

(1)マルチメディア情報(文章,表,グラフ,画像など)の保

管サービス

(2)マルチメディア情報のメールサービス

(3)マルチメディア情報の印刷サービス

(4)ホストデータベースの検索･更新サービス

上記各サービスとHOAPSERVを構成するプログラムとの関

係を図5に示す｡

凶 HOAPSERVの機能

3.1AP間の通信制御

HOAPLINK(統合情報管理通信路制御)は,システムOA業

務を実現するための基礎となる手段,すなわち2050内とホス

トコンピュータ内のAP間で対等の通信を行う手段(AP間通

信)を提供する｡図6に示すように,AP間通信機能は,2050

システムOA基盤製品"HOAPSERV''527

側では拡張通信管理が制御し,ホストコンピュータ側では

HOAPLINKが制御する｡

3.2 マルチメディア情報保管サービス

HOAPMOLS(統合情報管理マルチメディア情報保管サー

ビス)は,2050上の各種オブジェクト(図4参照)を保管する場

所と手段を提供する｡

(1)保管場所

2050で作成した各種オブジェクトは,WS内にあるキャビネ

ットと同様に,ホスト内にある｢キャビネット+に保管する｡

このホスト内キャビネットは,MOL(Multi-media Object

Library)と呼ぶホスト上のデータセット中に作成する｡MOL

の名前が示すように,このライブラリは種々のオブジェクト

を管理できる構造にしてある｡オブジェクトと呼ぶものは,

文書や表など,最下位にあるものだけでなく,上位にあるキ

ャビネットやバインダも含まれる｡上位のものを区別すると
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図4 2050のマンマシンインタフェース ホストコンピュータやネットワークを意識させないマンマシンインタフェースを示す｡
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HOAPLINK(統合情報管理通信路制御)
HOAPMOLS(統合情報管理マルチメディア情報保管サービス)

HOAPMAIL(統合情報管理メールサービス)

HOAPPRTS(統合情報管理印刷サービス)

HOAPDBS(統合情報管理データベースサービス)

図5 HOAPSERVの構成 HOAPLINKは通信路を,HOAPMOLSは

マルチメディア情報保管庫を各サービスに提供している｡
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図6 AP間通信制御の構成 2050側とホスト側にそれぞれAP間通

信制御が入る｡

きは,特に｢保管枠+と呼び,最下位にあってデータ本体を

持つものを｢コンテント+と呼ぶ｡

MOLの構造は,図7に示すようにキャビネット内にバイン

ダが入り,バインダ内に文書や表が入るという具合に,オブ

ジェクトの論理的な階層を反映できる形式にした｡

MOLの構造上の特長は,次のとおりである｡

(a)大量の文書を管理できるように階層構造とした｡

(b)非定形な使い方に耐える構造とした｡

(2)保管方法

2050側で作成したバインダや文書などのオブジェクトをホ

スト内キャビネットに保管･利用する操作方法は,2050キャ
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ビネットが見える｡

¢写雪空詣謁ご.;ア
に移し 開けば後はロ

ーカルキャビネットと
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図7 資料室 ホストにあるMOLディレクトリ全体は,2050側から

は｢資料室+に見える｡

ビネットのオブジェクトと同じである｡

ホスト内キャビネットと2050内キャビネットの違いは,キ

ャビネットの置き場所である｡2050内キャビネットは,｢事務

室+と呼ぶ各WS固有の場所に置くが,ホスト内キャビネット

は,｢資料室+と呼ぶ複数の事務室(WS)で共用する場所に置

かれる｡

上記のMOLは,2050からは,図7に示すように｢資料室+

に見える｡

(3)オブジェクトのアクセス権限

バインダや文書が他人に勝手に参照されたり,壊されたり

することを防げるように,オブジェクトごとにアクセス権限



を設定できる(図8)｡

2050内に作成した各オブジェクトには,WS側でのアクセス

権(使用許可)が設定される｡そのオブジェクトをホスト側に

保管するとき,WS側のアクセス権がそのまま引き継がれる｡

逆にホスト内キャビネットに保管したオブジェクトをWS側で

取り出すときには,WS側のアクセス権限に写像する｡

3.3 メールサービス

HOAPMAILについては,本号の別論文で詳述する｡

3.4 印刷サービス

HOAPPRTS(統合情報管理印刷サービス)は,2050からの

印刷要求に従ってMOL中の文書,WSから転送された文書を

印刷する｡マルチメディア文書の印刷は,図9に示すように,

HOAPPRTSが作成して登録するバッチジョブで実行する｡
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3.5 DBサービス

HOAPDBS(統合情報管理DBサービス)は,2050上のローカ

ルDBに対するデータの格納･更新･検索の作業と同じマンマ

シンインタフェースで,ホスト上のDBを扱えるようにする手

段を提供する｡

システムOA業務では,オンラインで使われるDBを｢基幹

DB+と呼び,OA用に使うDBを｢OA DB+と呼ぶ｡OA DB

は,ホスト側,2050側それぞれに持つことができる｡

ホスト上のDBに対して可能な処理例を図10に示す｡

ロ 結 言

HOAPSERVは,システムOA業務を実現する上で基盤とな

る製品として位置づけられ マルチメディア情報を自由に扱

えるように設計してある点に特長がある｡
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図8 オブジ工クトのアクセス権限チェック 統合利用者管理機能TRUSTと一体となった運用管理を示す｡

オブジェクトの利用者に対するアクセス権限チェック

企業組織に対応した利用者のグループ管理
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崖
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図9 HOAPPRTSによる印刷ジョブの起動 印刷ジョブは,キャビネット中のMCAで表現された文書をLBP形式に変換して,スプール経由で

LBPに印刷する｡

ホストコンピュータ

社員番号 氏 名

くき＼

注‥⇒データの検索及び更新

防参
データの分散

データの分散

冒
ローカルOAデータベース

社員番号 基本給

(ミニ至芸諾宗論)

社員番号 氏名

墓
WS

＼

ホストOAデータベース

データの共用

(ホストOAデータベー

スの検索･更新)

略語説明 OA(Of†iceAutomation)

データの分散

出

ローカルOAデータベース

社員番号 入社年度 出身地

か｡一カルOAデータ

社員番号 氏名 出身地

一三==一;≡=‾‾‾

WS

ベ)

図10 データベース処理の分散 ホストOAデータベースを更新･検索し,ローカルOAデータベースに持ってくることにより,データベース処

理の分散が可能である｡

システムOA業務が普及するに従って,異機種間のOAデー

タの交換に対する要求が強くなる｡HOAPSERVは,2050と

VOS3との間のマルチメディアデータ交換規約に基づくもので

あるが,今後は,異機種間接続を考慮して国際標準4)を積極的

に取り込んでゆく必要がある｡
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